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平
成
20
年
再
構
築
の
検
討
を
開
始
し
て

か
ら
足
掛
け
6
年
を
経
て
、
遂
に
新
病
棟

建
設
が
着
工
し
ま
す
。

去
る
7
月
28
日
建
設
工
事
入
札
が
行
わ

れ
、
地
元
企
業
の
北
野
・
相
模
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
に
建
設
工
事
、（
株
）

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
に
電
気
工
事
、
三
建
設
備

工
業
に
機
械
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
後
の
復
興
事
業
の
推
進
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
よ
る
円
安
誘
導
と
景
気
拡
大
戦
略
、

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

決
定
な
ど
、
建
築
関
連
コ
ス
ト
が
急
上
昇

し
て
い
る
環
境
下
で
あ
り
な
が
ら
、
工
事

が
実
現
す
る
こ
と
は
と
て
も
有
難
く
、
入

新
倉 

明
和

安
曇
総
合
病
院
副
院
長

新
病
棟
建
築
準
備
室
長

新
病
棟
安
全
祈
願
祭
、

起
工
式
行
わ
れ
る
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札
の
成
立
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

8
月
12
日
に
は
小
雨
の
中
、
安
全
祈
願

祭
が
八
幡
神
社
平
林
宮
司
に
よ
り
と
り

行
わ
れ
、
工
事
会
社
・
地
元
市
町
村
・

J
A
・
厚
生
連
・
当
院
職
員
な
ど
60
人
余

り
が
参
列
し
工
事
の
安
全
と
新
病
棟
の
無

事
な
完
成
を
祈
り
ま
し
た
。
祈
願
祭
終
了

後
起
工
式
を
行
い
、
協
力
し
て
工
事
を
推

進
し
良
い
建
物
に
す
る
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

築
後
45
年
を
経
過
し
た
中
病
棟
の
立
て

直
し
に
よ
り
、
主
要
な
診
療
棟
の
耐
震
化

が
完
成
し
、
大
地
震
な
ど
災
害
に
強
い
病

院
に
な
り
ま
す
。

建
物
の
デ
ザ
イ
ン
は
外
来
棟
、
南
病
棟

と
一
体
感
を
持
つ
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
新
病

棟
の
建
築
に
よ
り
全
体
の
再
構
築
が
完
成

す
る
イ
メ
ー
ジ
で
進
め
て
き
ま
し
た
。
地

域
の
皆
様
と
職
員
に
長
く
愛
し
て
い
た
だ

け
る
建
物
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

救
急
部
は
病
院
の
真
中
へ
位
置
し
、
救

急
患
者
さ
ん
を
検
査
、
手
術
、
高
度
治
療

室
（
H
C
U
）
へ
ス
ム
ー
ズ
に
搬
送
が
で

き
ま
す
。

臨
床
検
査
部
、
放
射
線
部
、
内
視
鏡
室

は
1
階
に
あ
り
、
必
要
な
検
査
が
近
く
を

一
回
り
し
て
済
む
よ
う
な
配
置
と
な
っ
て

い
ま
す
。

透
析
室
、
リ
ハ
ビ
リ
室
、
健
康
管
理
室

は
2
階
。
明
る
く
機
能
的
な
構
成
に
し
、

相
互
の
連
携
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

病
室
は
4
人
部
屋
と
個
室
で
構
成
さ

れ
、
一
人
あ
た
り
の
床
面
積
を
現
状
の
1.5

倍
程
度
へ
拡
大
し
ま
し
た
。
廊
下
幅
は

2.7
m
を
確
保
し
、
ベ
ッ
ド
の
擦
れ
違
い
な

ど
の
行
き
来
を
容
易
に
す
る
の
み
で
は
な

く
、
リ
ハ
ビ
リ
を
促
し
ベ
ッ
ド
か
ら
の
早

期
離
床
・
早
期
回
復
を
進
め
ま
す
。

各
階
に
は
患
者
さ
ん
が
家
族
や
ほ
か
の

入
院
患
者
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
と
話
が
で

き
、
飲
食
も
で
き
る
デ
イ
ル
ー
ム
・
談
話
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室
を
複
数
設
け
て
い
ま
す
。
付
添
い
の
ご

家
族
の
皆
様
に
も
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

7
階
に
は
講
堂
を
設
け
ま
し
た
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
健
康
教
室
を
開
催
し
た
り
、

病
院
祭
な
ど
の
催
し
物
広
場
、
職
員
集
会

な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
景
観
が
素

晴
ら
し
く
2
0
0
人
が
座
っ
て
利
用
で
き

る
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
や
職

員
に
多
目
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

1
年
4
か
月
程
度
の
工
期
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
工
事
中
騒
音
や
車
両
の
出
入

り
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
ご
理
解
の
ほ
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
新
病
棟
の
完
成
を
楽
し
み
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
。
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安
曇
総
合
病
院
青
年
部
は
、
6
月
か
ら
新
体
制
と
な
っ
た
役
員
12
名

を
中
心
に
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
の
主
な
活
動
は
、
池
田
ふ
る
さ
と
祭
り
の
「
池
田
あ
っ
ぱ

れ
」、「
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
」
な
ど
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
で
す
。

池
田
あ
っ
ぱ
れ
、
松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
へ
の
参
加
は
、
開
催
日
が
近
い
こ

と
も
あ
り
、
踊
り
の
練
習
に
は
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
共
に
練
習
を

重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
部
員
全
体
に
結
束
が
強
ま
っ
た
の
で
は
と
感
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
地
域
の
方
々
に
た
く
さ
ん
の
暖
か
い
声
援
を
い
た

だ
き
、
最
後
ま
で
踊
り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
事
に
よ
り
、
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
行
事
に
は
、積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
活
動
と
し
て
、
12
月
に
拡
大
常
任
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
拡
大
常
任
委
員
会
と
は
、
厚
生
連
の
各
病
院
の
青
年
部
が
集

ま
り
、
学
習
会
と
交
流
会
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
事
業
所
間
の
枠
を

越
え
て
の
交
流
は
、
仲
間
同
士
の
き
ず
な
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
が

出
来
る
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
当
院
が
当
番
病
院
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
部
員
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
盛
大
な
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
活
動
を
行
う
上
で
、
改
善
点
や
反
省
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
今
後
へ
活
か
し
こ
れ
か
ら
も
各
々
の
技
術
や
知
識
の
向
上
、

仲
間
同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
学
習
会
や
交
流
会
の
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
年
部
の
活
動
に
つ
い
て

青
年
部
長
　
田
中
　
恵

外
来
駐
車
場
変
更
の
お
願
い

新
病
棟
建
築
工
事
の
着
工
に
伴
い
8
月
19
日
（
火
）
か
ら

第
1
駐
車
場
が
、
使
用
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

来
院
の
皆
様
に
は
第
2
駐
車
場
か
ら
第
5
駐
車
場
（
高
瀬

荘
跡
地
）
の
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
入
院
患
者
さ
ん
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
非
常

に
困
難
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

入
院
中
の
駐
車
は
出
来
る
だ
け
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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●栄養科　松田　大

ポテトサラダのサーモングラタン

①

②

③

④

じゃがいもと人参を茹でて水切りをして冷し、マヨネーズ、塩、コ
ショウを入れてポテトサラダを作る。
フライパンに油を入れて塩、コショウで下味をつけた生鮭を中火
で1～ 2分こんがり焼いて耐熱皿に取り出す。
鮭にポテトサラダをのせ、パン粉をふり、バターをちぎってのせ、
ドライパセリを適量ふる。
予熱した900wのトースターで約 9分焼く。

作り方

材料（1人分）
じゃがいも…………………………………… 100g
人参………………………………………………… 20g
マヨネーズ……………………………………… 適量
塩、コショウ…………………………………… 適量
生鮭…………………………………………………1切れ

サラダ油……………………………………小さじ2
ドライパン粉……………………………大さじ2
バター… ……………………………………… 大さじ1
ドライパセリ……………………………… 小さじ1

言
語
療
法
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？　

言
語
聴
覚
士
（
1
9
9
7
年
に
国
家
資
格

と
な
り
ま
し
た
）
が
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
と
し
て

い
る
の
は
、
主
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障

害
で
す
。
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
言
葉

の
障
害
、
聞
こ
え
の
障
害
、
発
音
・
発
声
の
障

害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、摂
食
嚥
下（
飲

み
込
み
）
障
害
、
認
知
症
や
記
憶
障
害
な
ど
の

高
次
脳
機
能
障
害
に
も
対
応
し
ま
す
。

ど
ん
な
部
署
で
す
か
？

言
語
聴
覚
士
４
名
が
、
入
院
・
外
来
、
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
や

嚥
下
障
害
さ
ら
に
は
高
次
脳
機
能
障
害
を
も

つ
患
者
さ
ん
に
評
価
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

大
変
な
こ
と
は
？

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
は
、
外
見
上
把

握
し
づ
ら
い
と
う
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
加

え
て
、
本
人
が
自
分
の
障
害
や
不
自
由
さ
に
つ

い
て
言
葉
で
訴
え
る
の
が
難
し
い
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
は
「
見
え
に
く
い
障

害
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
周
囲

の
人
（
家
族
で
さ
え
も
）
が
本
人
の
障
害
を
正

確
に
把
握
・
理
解
で
き
な
い
、
的
確
に
対
応
で

き
な
い
、
と
い
う
事
が
往
々
に
し
て
起
こ
り
得

ま
す
。「
見
え
に
く
い
障
害
」
を
患
者
さ
ん
に

関
わ
る
多
く
の
人
が
理
解
し
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
専
門
職
と
し
て
意
識
し
て
働
き
か

け
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
一
言

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
、
お
困
り
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

言
語
聴
覚
士
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リハビリテーション科　言語聴覚士　勝野健太

きずな9月号 —Vol.331 6



　理学療法士として入職して約5ヶ月経ちました。入職直後に比べ

ると、職場の雰囲気にも慣れ、仕事の流れを考えながら業務にあた

る事が出来る様になったと思います。しかし、まだまだ分からないこ

とも多く、自分の知識不足、勉強不足を痛感する毎日です。

　この数か月で一番強く感じたことは、理学療法士に限ったことで

はありませんが、患者さんを相手に仕事をする以上、自分の行動や

言動にとても大きな責任があるということです。段々と自分に任さ

れる仕事が増えるにつれ、プレッシャーも大きくなりますが、患者さ

んに満足して頂けるリハビリテーションを提供できるように頑張り

たいです。

　また、私は組合活動で野球部に所属しています。結果はなかなか

出ませんが、小学生のころから続けてきた野球を、社会人になって

もできる環境をとても嬉しく思います。

　まだまだ始まったばかりですが、仕事でも野球でも頼られる人間

になれるように全力で目の前のことに取り組んで行きたいです。

『患者さんの権利』
①最善で安全な医療を平等かつ公平に受ける権利
　患者さんは、疾病の種類、社会的立場等に関わら
ず、良質で安全な医療を、平等かつ公平に受ける権
利があります。

②個人として尊重される権利
　患者さんは、一人の人間としてその人格・価値観な
どを尊重され、尊厳をもって接遇されるとともに、自
らの意見を述べる権利があります。

③十分な説明と情報提供を受ける権利
　患者さんは、自分の病気、検査と治療方法や危険
性、他の治療法、見通しなどについて、理解しやす
い言葉や方法で、十分な説明と情報の提供を受け
る権利があります。

④自らの意思で選択・決定する権利
　患者さんは、自らの受ける検査や治療方法などにつ
いて、説明を受けた上で、自分の意思で選び決定す
る権利があります。

　また、希望しない医療を拒否したり、医療機関を選
択したりする権利があります。そのためにカルテを

①	�医の倫理を守り全ての患者さんの権利を尊
重し、平等で安全な医療・福祉サービスを提
供します。

②	地域のニーズに応じた救急医療体制の充実
を図ります。
③	地域医療機関と連携し、在宅医療を支援し
ます。
④	�JA厚生事業を推進し、保健予防活動を通じ
て皆さまの健康増進に貢献します。
⑤	�臨床研修に取り組み、信頼される医療人の
教育育成につとめます。

⑥	�文化・研究活動を積極的に展開し豊かな地
域づくりに貢献します。

私たちは、地域の皆さまの健康を守るため、
親切で安全な医療活動につとめ、

ホスピタリティあふれる病院づくりをめざします。

安曇総合病院理念 患者さんの権利と責任

『医療とのパートナーシップ』
①良質な医療を実現するために、自らの心身あるいは生活
について必要な情報をできるだけ正確にお知らせくださ
い。また、納得できるまで質問するなどして自らの疾病や
医療内容を十分に理解してください。

②検査や治療について、納得し合意した方針には意欲を
持って取り組んでください。

③すべての患者さんが快適な環境で医療が受けられるよ
う、病院内での規則と病院職員の指示を守るようご協力く
ださい。

　病院職員による医療提供や、他の患者さんの診療に支障
を与えないようなご配慮をお願いします。

含む診療情報の開示や他の医療機関の医師の意見（セ
カンド・オピニオン）を求める権利があります。

⑤個人の情報やプライバシーが守られる権利
　患者さんは、自らの承諾なしに、診療の過程で得られた個
人情報を第三者に対し、開示されない権利があります。ま
た、病院内でのプライバシーが守られる権利があります。〈基本方針〉

お 知 ら せ

休日緊急当番医

内科・外科本院
・9/7（日）

・9/15（月）
白馬診療所

安 曇 総 合 病 院
休 診 日 の お 知 ら せ 
（赤字の日が全科休診日です）

日

5

12

19

26

月

6

13

20

27

火

7

14

21

28

水

1

8

15

22

29

木

2

9

16

23
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金

3

10
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理学療法士　宮澤 優生

　８月が過ぎて秋を感じ始める９月です。今年は梅雨以降も雨
の日が多く、各地で災害も起きていますが、秋の実りはどうで
しょうか。毎年心配しているような気がします。秋には黄金色
に染まる田んぼなど、大北の豊かな自然を満喫し楽しみたいも
のです。

（N.K）

「イルカと出会った日ｉｎ燕岳」
看護部　二木　香菜子

……
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平成 26 年 9 月
　 月 火 水 木 金 土

内
　
　
　
　
科

内 科（ 一 般 ）
初 診

岡田光代
芹澤由樹子

東方壮男
浅野昌宏

川上裕隆
浅野昌宏

川上裕隆
芹澤由樹子

早野敏英
岡田光代

東方壮男（第 1 のみ）
早野敏英（第 3 のみ）

内 科（ 一 般 ）
再 診

（ 予 約 制 ）

川上裕隆
東方壮男
林田研介

川上裕隆
岡田光代
林田研介

東方壮男
早野敏英
岡田光代
林田研介

塩月記代（午後から診療）

早野敏英
林田研介
塩月記代

（午後から診療）

川上裕隆
林田研介
塩月記代

（午後から診療）

早野敏英（第 1 のみ）
岡田光代
林田研介

循 環 器 内 科 東方壮男 池田宇一（信大） 東方壮男 阿部直之（信大） 由井寿典（信大）

呼 吸 器 内 科 花岡正幸 ( 信大 )
（14：30 から診療） 岡田光代 岡田光代 町田良亮（信大） 藤本圭作（信大）

（第 1 のみ）

神 経 内 科 林田研介
浅野昌宏

林田研介
浅野昌宏

林田研介
浅野昌宏

井上憲昭（第 2・4 のみ）
林田研介 林田研介 林田研介

浅野昌宏

腎 臓 内 科 芹澤由樹子 芹澤由樹子（予約）
（午後から診療）

芹澤由樹子
上條祐司（信大）

リウマチ・膠原病（予約制） 信　　大（予約）

在宅支援科（予約制） 薛　孝太郎
（14：30 ～ 16：00 まで診療 )

精
神
科
・
心
療
内
科

精 神 科
心 療 内 科

（ 予 約 制 ）

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
樋端佑樹
古屋昌宏

雨宮光太郎

村田志保
中村伸治
樋端佑樹
古屋昌宏

雨宮光太郎

村田志保（第１・2・4・5 のみ）
鬼頭　恆

中村伸治（第 1・3・4・5 のみ）
樋端佑樹 ( 第 1・2・3・5 のみ )

雨宮光太郎
衛藤高明 ( 第 1・3・5 のみ )
鈴木一浩（信大）

村田志保
鬼頭　恆（第 1・3・4・5 のみ）

中村伸治
長村哲周（第 1・3・5 のみ）

樋端佑樹
古屋昌宏

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
古田　康（第 1・3・5 のみ）

鬼頭　恆
中村伸治
樋端佑樹
古屋昌宏

雨宮光太郎

認 知 症 診 療（ 予 約 制 ） （輪番） 薛　孝太郎 （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）

小 児 科

午
前

原　敏博
小口弘子

保刈　健
（小口弘子）

小口弘子
（保刈　健）

保刈　健
（小口弘子）

小口弘子 又は 
保刈　健

信　　大
（小口弘子 又は 保刈健）

午
後

慢性疾患 ( 予約 )
（原　敏博）
（小口弘子）

予防接種（予約）
乳児検診（予約） 予防接種（予約） 慢性疾患（予約）

（保刈　健）

外  

科

一 般 外 科 芳澤淳一 久保直樹 久保直樹 芳澤淳一
久米田 茂喜 芳澤淳一

久保直樹
宮川眞一 ( 信大 )

( 第３のみ )

専 門 診 療 信　大（乳腺）
（予約） 信　大（甲状腺）

呼 吸 器 外 科 花岡孝臣 花岡孝臣 花岡孝臣
形 成 外 科

（受付15時30 分まで）
安永能周（信大）

（13 時から診療）

整
形
外
科

新 患 受 付
（受付10 時 30 分まで）

松葉友幸
狩野修治 王子嘉人 向山啓二郎

信　大 柴田俊一 石垣範雄
中村恒一(診療開始9時30分から) （輪　番）

再 診
（ 要 予 約 ）

畑　幸彦
（完全予約制）
最上祐二
石垣範雄

向山啓二郎
柴田俊一

高橋淳（信大）
最上祐二
王子嘉人 中村恒一

畑　幸彦
（完全予約制）
最上祐二
松葉友幸

畑　幸彦
（第 3 のみ）

（完全予約制）

皮 膚 科 河内繁雄
枝光智大

河内繁雄
枝光智大

河内繁雄
枝光智大 河内繁雄

枝光智大
河内繁雄
枝光智大

河内繁雄
枝光智大学童診療（15時～ 17時まで診療）

初診（当日）受付16:30 まで

泌 尿 器 科 平林直樹 西澤　理
女性骨盤底外来 平林直樹 西澤　理

女性骨盤底外来 平林直樹 平林直樹

産 婦 人 科 信　大（予約） 曽根原衛雄 信　大（予約）

眼 科 太田いづみ 今井玲子 太田いづみ・今井玲子 
（午後コンタクトレンズ 要予約）

太田いづみ 
（受付10時まで） 今井玲子

耳 鼻 咽 喉 科
（受付 16 時まで）

信　　大 
（14 時から診療）

信　　大 
（14時から診療） 

（9/12・9/26 のみ）

信　　大
（9/6・9/20 のみ）

放 射 線 科 信　　大 　 　
麻 酔 科 

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 浅野昌宏（予約） 浅野昌宏（予約） 浅野昌宏（予約）浅野昌宏（予約）浅野昌宏（予約） 浅野昌宏（予約）

歯 科 口 腔 外 科 中嶌　哲
飯島　響

手 術 日
（急患対応は要相談）

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

緩和医療外来（予約制）
0 2 6 1 - 6 1 - 1 1 6 5

阿部克哉
（13：00 ～ 16：00 まで診療 )

薛　孝太郎
（13：00 ～ 16：00 まで診療 )

安曇総合病院附属白馬診療所

内 　 　 　 科
人 工 透 析
リハビリテーション科

下里修一 下里修一
下里修一

整形外科医師
（15 時から診療）
（第 2・第 4 のみ）

下里修一 下里修一 下里修一

診療科目
曜日
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